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特 集 ～ 　 私 が 思 う 今 後 の 農 業 展 望  ! 　 ～

　「昭和５５年に結婚した当時、稲作のほかに豚や馬を飼っていました。昔は上川にも共進会があり、牛や馬、豚が河
川敷に一同に集まって草ばん馬や子豚のレースなどをしていたのが楽しい思い出です」と話された支部長。

　経営面積の拡大と子育てや介護が重なったため、３０年ほど前に養豚をやめました。その後、子育てや介護がひと段
落した平成９年にもち米加工販売グループを立ち上げ、平成１３年には「朝もぎ母さんの会」の立ち上げに参加し、直
売所をオープンするなどして現在に至ります。

　そのような中、若妻会３～４人で農業簿記を学んだこと、女性部活動を通じて視野を広くできたことが人生の分岐点
になったという。
　「簿記では、経費や収益、負債といったお金の流れを記入し、計算を何度も見直していました。品名だけでは肥料か
農薬なのかわからず、主人にいつも聞いていました。でも、そのおかげで経営を理解できるようになり、夫婦二人三脚
で歩んでこられるようになったのだと思います。また、女性部活動では様々な経験をさせてもらいました。部員や地域
の皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです」という支部長。

　新型コロナウィルスの影響で多くの事業が中止となり、リモート会議なども良い経験にはなっていますが、直接会って
話し合うことや交流できることなど、今まで当たり前のようにやってきた女性部事業の大切さを改めて実感しています。

　その上で、高齢化や担い手の減少により、これまでの営農活動や地域活動を維持していくことが難しくなりつつありま
す。大切なことは現状を維持することではなく、自分たちが「これが必要だ」と思う事業を展開していくことだと思いま
す。今のフレミズさんたちはとても勉強熱心で、人数こそ少ないものの少数精鋭で素晴らしい活動をされています。今
後も女性部活動が自分たちにとって必要で、地域からも喜んでいただけるような組織であり続けることが目標です。

　「育てた花を花壇に植えること、農閑期に夫婦二人で旅行に行くことが楽しみ」という支部長のお話に「研鑽を積み、
常に何が良いかを考え、時に息抜きすることの大切さ」を感じます。

「農業を支える意気込み」は地元を愛する何よりの証し

●上川中央農協女性部　上川支部長

　辰　巳　明　美　さん

昭和３３年	 千葉県御宿生まれ
昭和５２年	 旭川市立南高等学校　卒業
昭和５５年	 結婚・就農
平成１９年	 ＪＡ上川町女性部　部長
平成２１年	 ＪＡ上川地区女性協議会　副会長
平成２７年	 ＪＡ上川地区女性協議会　会長
平成２９年	 ＪＡ北海道女性協議会　副会長

　《経営概要》　
　　水田	 	 １６.６ha
　　畑（そば、大豆ほか）	 １４.０ha
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青空教室を開催 水稲・大豆・そば

　

７
月
21
日
16
時
よ
り
東
雲
の
丸

山
籾
乾
に
て
水
稲
青
空
教
室
を
31

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま

し
た
。

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

よ
り
桂
川
専
門
主
任
を
講
師
に
招

き
、
今
後
の
病
害
虫
対
策
と
し
て

適
期
防
除
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
冷
害
危
険
期
か
ら
成

熟
期
ま
で
の
今
後
の
水
管
理
に
つ

い
て
指
導
が
あ
り
、
参
加
者
さ
れ

た
生
産
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
青
空
教
室
終
了
後
に
は
、

関
係
機
関
を
招
き
、
も
ち
米
生
産

団
地
組
合
の
懇
親
会
を
開
催
し
親

交
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
14
時
よ
り
菊
水
地
区
、
辰

巳　

眞
さ
ん
の
圃
場
で
大
豆
の
現
地
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
井

村
専
門
普
及
指
導
員
よ
り
、
大
豆
の
生

育
状
況
や
近
年
発
生
し
て
い
る
マ
メ
シ

ン
ク
イ
ガ
の
防
除
方
法
等
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
菊
水
地
区
の
北
原　

守
さ

ん
の
圃
場
で
、
そ
ば
の
現
地
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。今
年
の
生
育
状
況
や
、

近
年
、
上
川
・
空
知
管
内
で
発
生
が
目

立
つ
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ（
野
良
生
え
）

対
策
に
つ
い
て
抑
制
に
期
待
さ
れ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【そば・大豆研修会】7/21
上川地区

　

大
豆
の
現
地
研
修
会
を
増
田
貢
さ
ん

（
字
愛
別
地
区
）
の
圃
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
井

村
専
門
普
及
指
導
員
よ
り
、
生
育
状
況

や
近
年
発
生
し
て
い
る
マ
メ
シ
ン
ク
イ

ガ
の
防
除
方
法
、
追
肥
の
目
安
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

生
産
者
の
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

【大豆研修会】 7/9
愛別地区

7/21
上川地区

もち米教室
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Ｊ
Ａ
図
書
コ
ー
ナ
ー

ご注文は
地域振興係
ー本 所ー
℡ 6-5315
ー支 所ー
℡ 2-1113
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INFORMATION

2020.85

お知らせ　　　令和２年度組合員大感謝祭の開催中止について

　日頃より、当組合の運営に際しまして、ご理解・ご協力を頂いておりますことにお礼申し上げます。

　世界中で猛威を振るっております「新型コロナウイルス」の影響により、我が国においても感染

者が確認されており、政府による緊急事態宣言が発令され日本経済にも多大なる影響をあたえてお

ります。

　政府が発令した緊急事態宣言も 5/25 に解除され、「新北海道スタイル」による感染防止に努めて

おりますが、東京や大阪では第二波による多数の感染者が確認されており、北海道においても、数

名の感染者が確認されている状況にあります。

　さて、例年組合員の皆様を対象とし開催しております「組合員大感謝祭」について、外部からの

参加者がないため、感染拡大防止策を講じて開催できないか、内部で検討して参りました。

　しかしながら、開催会場が狭く「密集」状態になることは確実であり、焼き肉の提供方法が難しく、

更に飲食時にマスク着用が困難であることから「密接」による感染リスクが拡大されることかが懸

念されるとの判断のもと、令和２年６月 29日開催の第５回定例理事会において協議の結果、愛別・

上川両地区ともに「開催中止」を決定いたしました。

　なお、令和３年度につきましては、開催を予定しておりますので、開催の際には多くの組合員の

皆様にご参加いただき、楽しんでいただきたいと考えております。誠に残念ではございますが、中

止の決定にご理解を賜りますようお願い申し上げます。
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すろーライフ 2章

　７月第１週の木曜日、休みを取って土砂降りの中札幌まで高速を
走った。金曜日が最終の映画「春を告げる町」を鑑賞するため。
　朝９時 30 分の開演にかかわらず 20 名の観客である。全員マスク
を着け一席毎に空きを設けた座席が用意されていた。2020 年東京五
輪聖火リレーの出発地点福島県双葉郡広野町から問いかけるとある。
東日本大震災の発生直後の福島第１原子力発電所の損傷から全町避難
を余儀なくされたあの町の話題である。東京電力や自衛隊の前線基地
となり早や９年の歳月が流れた。「復興五輪」を掲げる2020 年東京
オリンピックの聖火リレーはこの広野町からスタートするはずだった。
　しかしそれも新型コロナウイルス感染拡大による五輪延期で梯子が
外された感じとなった。本当に復興のシンボルの町となっているのだ
ろうか。今朝の新聞は聖火リレー準備費用２億５千万円が地元負担で
支払われたとあった。そのような広野町の今の映像が綴られた。仮設
住宅は当初の役割を終え、住民達は懐かしのわが家へと戻った。これ
までの映画では福島第１原子力発電所の傷跡や、除染により発生した廃棄物群を執拗に写し出したが島
田隆一監督「春を告げる町」は違った。　『復興』とはどういうことなのかを問う県立ふたば未来学園高
校の若者と向い合った。「人生ゲーム」の寸劇の稽古の日々を追った。
　６年間の仮設住宅暮らしから帰宅した老女がストーブに点火する。地元消防士夫婦の娘一歳の誕生会
の夜がある。有機栽培の米作りを再開した農家が当時の苦悩を語る。原発の廃炉作業にやって来た男性
達の宴会。途絶えていた地元の祭りを再開させようとする町民達。劇の稽古風景と合わせて、このよう
な物語がそれぞれ紡がれて行く。町民こぞって『復興』を実体感したいと言う願いが秘められていると
思った。しかし復興とは何か。
　元通りになることを『復興』だと捉えて見ても、現実味のない無理な答えだと町民は理解をしている。
この文章を書き始めた夕刻のテレビは豪雨による球磨川氾濫を映し出した。去年の千曲川の氾濫の記憶
に上書きされた。
　連日の豪雨は山肌をスポンジにしてしまい、山崩れを誘発し民家を破壊してしまった。ここ何年も繰
り返されて来た自然災害の猛威だ。
　田や畑や道路や鉄路はすべてが濁流に隠され、時間の経過で水位が下がるのを待つしかすべはない。
九州の各地に長く停滞した梅雨前線は更に中部地方まで勢力を広げた。小京都と言われる町並みを川沿
いにもつ飛騨川も決壊した。「春を告げる町」の舞台である福島県双葉郡広野町の住民は、被爆の危険を
避け行政指示に従い故郷を離れた。今回の豪雨被害では河川の氾濫などによる家屋の倒壊や流出の危険
から身を護った。ここでも住民は荒れた故郷の「復旧」を待つ。これまでもそうであったように住民達は、
これまでに経験したことがないような災害だったと言葉にする。原子力文明の進化がもたらした災害も、
自然災害による被害もその「復興」の根元は同じだ。子供時代から慣れ親しんだ記憶や懐かしい風土に
戻ることを住民達は望む。
　「春を告げる町」のラストには高台から望む、福島の海に沈む夕陽を眺める子供達の笑顔が大写しされ
た。

『春を告げる町～「復興」とは何か』
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第
５
回
定
例
理
事
会

１
日	
辞
令
交
付

２
日	

上
川
中
央
部
Ｊ
Ａ
将
来
構
想
検
討
委
員
会
役
員
会

５
日	

き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
試
験

８
日	

上
川
中
央
部
Ｊ
Ａ
将
来
構
想
検
討
委
員
会
役
員
会

９
日	

Ｊ
Ａ
上
川
中
央
青
年
部　

全
体
例
会

	

大
豆
現
地
研
修
会
（
愛
別
）

14
日	

上
川
中
央
部
Ｊ
Ａ
将
来
構
想
検
討
委
員
会

22
日	

第
６
回
定
例
理
事
会

	

第
６
回
監
事
会

	

も
ち
米
青
空
教
室
（
上
川
）

	

そ
ば
・
大
豆
現
地
研
修
会
（
上
川
）

31
日	

７
月
末
購
買
部
実
地
棚
卸

７
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
２
年
６
月
29
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

８
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

臨
時
給
与
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
４
回
理
事
会
承
認
事
項
に
つ
い
て
、
支
給
内
容
を
報
告
し
た
。

３　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
取
得
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
経
営
管
理
資
料
」の
う

ち
全
中
お
よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告
に
つ
い

て

　
　

報
告
様
式
に
基
づ
き
、
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

５　

要
領
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
要
領
制
定
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

出
資
持
分
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
相
続
、
及
び
１
名
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

２
名
の
新
規
加
入
並
び
に
１
名
の
相
続
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

３　

組
合
員
の
資
格
変
更
に
つ
い
て

　
　

７
名
の
組
合
員
資
格
変
更
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

第
１
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
並
び
に
顛
末
に
つ
い

て

　
　

実
施
し
た
監
事
監
査
に
基
づ
き
、
顛
末
を
報
告
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

組
合
員
感
謝
祭
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

両
地
区
の
組
合
員
感
謝
祭
に
つ
い
て
中
止
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

６　

長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
融
資
が
承
認
さ
れ
た
。

７　

理
事
に
対
す
る
長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
融
資
に
つ
い
て
利
益
相
反
者
１
名
退
席
の
も
と
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

８　

令
和
２
年
産
米
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

出
荷
契
約
に
基
づ
く
申
込
み
内
容
を
説
明
し
、
支
払
金
額
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

９　

令
和
２
年
産
そ
ば
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

出
荷
契
約
に
基
づ
く
申
込
み
内
容
を
説
明
し
、
支
払
金
額
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

10　

要
領
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
要
領
制
定
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

11　

役
員
報
酬
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　

臨
時
総
会
開
催
に
伴
う
監
督
責
任
と
し
て
減
給
を
申
出
、
承

認
さ
れ
た
。

（令和2年6月29日現在）

正組合員戸数	 325 戸

総組合員数	 2,317名

　正組合員数	 506名

　　うち団体数	 33団体

　准組合員数	 1,811 名

　　うち団体数	 60団体

　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
サ ン グ ラ ス

先
月
号
の
答
え

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

原　

田　

則　

子

　

購
買
部
資
材
課
上
川
資
材
係

（
７
月
15
日
付
）

菅　

原　

沙　

希

　

金
融
部
上
川
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

（
７
月
31
日
付
）

組合員のうごき

ア

グ リ
ー

ン
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今月の
　　オススメ


